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平成23年 度公営企業会計経営健全化審査意見にっいて

地方公共団体 の財政の健全化に関する法律第22条 第1項 の規定により審査に付 された、

平成23年 度公営企業会計の資金不足比率並びにその算定の基礎 となる事項 を記載 した書

類を審査 したので、次のとお り意見を提出 します。



平成23年 度 公営企業会計経営健全化審査意見書

1審 査の対象

(1)資 金不足比率

公営企業 ごとに政令で定 めるところによ り算定 した当該年度の資金の不足額を

政令で定める ところにより算定 した当該年度の事業の規模に対す る比率で、公営

企業の経営の健全化を判断す る比率

(2)対 象 となる公営企業

①法適用企業 ・… 水道事業

②法非適用企業 … 下水道事業

2審 査の期間

平成24年7月17日 から平成24年8月8日 まで

3審 査の方法

市長から審査 に付 された各公営企業の資金不足比率及びその算定の基礎 となる

事項 を記載 した書類が適正に作成 されているかどうかを主眼として、財政担当者

か ら説明を聴取 して審査をした。

4審 査の結果

(1)総 括的意見

審査に付 された下記 の資金不足比率及びその算定の基礎 となる事項を記載 し

た書類は、いずれも適正に作成 されているものと認め られ る。

(2)個 別的意見

①水道事業(法 適用企業) (単位:%)

比 率 名 平成22年 度 平成23年 度 経営健全化基準

資金不足比率 一 一 20.0

前年度 と同様に、資金剰余額が生 じてお り、資金不足額が生 じていない。



②下水道事業(法 非適用企業) (単位:%)

比 率 名 平成22年 度 平成23年 度 経営健全化基準

資金不足比率 一 一 20.0

解消可能資金不足額(将 来入って くると見込まれ る使用料)が あるため

資金不足額は生 じていない。

(3)む すび

各企業会計の資金不足比率については、経営健全化基準を下回っているが、

今後も厳 しい経営状況が続 くと見込 まれ るため、なお一層の経営努力を望む

ものである。


